
▲下稲吉小学校児童による落花生掘り体験
（10月 3日 下稲吉地区）

人口と世帯
平成 19年 10月 1日現在　　 44,930 人（男 22,764 人、女 22,166 人）15,388 世帯
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市
は
、
九
月
二
十
九
日
、
千
代
田
庁
舎

防
災
セ
ン
タ
ー
二
階
研
修
室
に
て
、
市
民

の
皆
さ
ま
と
の
市
民
懇
談
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

懇
談
会
は
、
市
民
参
加
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、
直
接
市
民
の

皆
さ
ま
か
ら
の
意
見
・
提
言
な
ど
を
お
聞

き
し
、
市
政
運
営
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を

目
的
に
行
な
っ
た
も
の
で
、
当
日
は
、
約

五
十
人
の
市
民
が
参
加
し
、
市
に
対
す
る

熱
心
な
提
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
社
会
論
な
ど
を
専
門
と
し

て
い
る
茨
城
大
学
准
教
授
の
長
谷
川
幸
介

先
生
に
よ
る
、
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
講

演
と
、
逆
西
四
区
行
政
区
長
の
佐
久
間
淳

氏
に
よ
る
、
自
主
的
に
行
な
わ
れ
て
い
る

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の
事
例
発
表
が
行
な
わ

れ
、「
住
民
と
行
政
の
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
に
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
」

を
考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

市
民
懇
談
会
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

広
聴
広
報
課　

☎
内
線
一
一
五
二

　

講　

演

「
市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
」

﹇
要
旨
﹈
今
、
個
人
の
幸
せ
の
価
値
観
が

多
様
化
す
る
中
、
市
が
全
て
の
個
人
の

「
幸
せ
商
品
」
に
対
応
す
る
こ
と
は
難
し

く
な
っ
て
い
る
。こ
れ
を
解
決
す
る
に
は
、

市
民
が
自
ら
「
幸
せ
商
品
」
を
企
画
提
案

し
、
行
政
と
一
緒
に
そ
れ
を
作
り
上
げ
る

「
協
働
」
が
必
要
で
あ
る
。
私
た
ち
を
取

り
巻
く
す
べ
て
の
も
の
は
、
子
や
孫
へ
の

預
か
り
も
の
と
考
え
、
い
ず
れ
、
子
や
孫

へ
託
す
「
幸
せ
商
品
」
を
今
作
り
上
げ
る

こ
と
に
、
力
を
使
う
べ
き
で
あ
る
。

　

事
例
発
表

﹇
要
旨
﹈
神
立
地
区
に
程
近
い
逆
西
地
区

の
犯
罪
を
軽
減
す
る
た
め
、
平
成
十
七
年

十
月
か
ら
、
四
区
内
の
公
募
で
集
ま
っ
た

四
十
五
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
活
動

を
開
始
。
活
動
は
、
区
ご
と
に
月
四
回
程

度
（
昼
夜
四
回
）、
一
回
で
八
人
程
度
が

パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
な
っ
て
い
る
。

　

地
域
で
は
、
悪
質
業
者
の
訪
問
も
減
っ

た
と
の
声
も
あ
り
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。

今
後
は
、「
独
居
老
人
見
守
り
隊
」
と
し

て
の
活
動
も
視
野
に
入
れ
、
パ
ト
ロ
ー
ル

を
継
続
し
て
い
き
た
い
。

　

提
言
と
回
答

　

市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
意
見
・
提
言
に
、

坪
井
市
長
が
回
答
し
ま
し
た
。（
※
内
容

は
、
一
部
省
略
し
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

本
年
度
の
「
あ
ゆ
み
ま
つ
り
」
か
ら
九
艘

で
の
運
行
を
始
め
好
評
を
得
て
い
る
。

�
�
�
利
用
�
�
霞
�
浦
周
辺
遊
休

農
地
�
活
用
�
�
市
内
飲
食
店
�

�
�
�
�
�
�
一
品
料
理
�
開
発
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

　

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
、
就
労
者
の

減
少
に
よ
り
遊
休
農
地
が
増
え
る
中
、
適

切
な
解
消
策
を
見
出
せ
て
い
な
い
の
が
現

状
。
ハ
ス
の
花
畑
な
ど
の
景
観
を
観
光
協

会
な
ど
の
関
係
機
関
で
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い

き
た
い
。

　

ま
た
、
平
成
九
年
度
か
ら
、
茨
城
広
域

銘
柄
化
推
進
協
議
会
が
主
体
と
な
り
、
市

内
で
も
昨
年
度
二
店
舗
、
今
年
度
一
店
舗

が
レ
ン
コ
ン
料
理
を
提
供
し
て
い
る
。
さ

ら
に
、
レ
ン
コ
ン
生
産
農
家
な
ど
の
主
婦

の
皆
さ
ん
と
、レ
ン
コ
ン
料
理
を
研
究
し
、

農
協
な
ど
の
直
売
所
で
販
売
で
き
る
よ
う

検
討
中
で
あ
る
。
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路
線
バ
ス
が
廃
止
さ
れ
た
地
域
も
含

め
て
、
巡
回
し
て
い
る
が
、
交
通
不
便
地

域
を
解
消
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
本

年
度
末
ま
で
を
試
行
期
間
と
し
て
い
る
た

め
、
利
用
者
な
ど
の
意
見
を
反
映
し
な
が

ら
、
現
在
見
直
し
を
検
討
し
て
い
る
。

行
政
�
�
�
�
向
上
�
�
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�
統
一

的
�
新
庁
舎
�
常
磐
線
�
東
側
付

近
�
建
設
�
�
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�
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民
間
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入
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地
形
的
な
面
を
考
慮
し
た
、
現
状
の
市

民
サ
ー
ビ
ス
を
補
償
す
る
と
い
う
観
点
か

ら
、
当
面
、
千
代
田
庁
舎
を
活
か
し
、
な

お
か
つ
、
霞
ヶ
浦
地
域
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

拠
点
と
し
て
の
機
能
を
確
保
す
る
一
定
の

施
設
整
備
は
必
要
で
あ
り
、
老
朽
化
の
著

し
く
も
あ
る
霞
ヶ
浦
庁
舎
の
移
転
整
備
に

向
け
、
事
務
を
進
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
行
政
改
革
で
「
集
中
改
革
プ
ラ

ン
」
を
策
定
し
、
行
政
改
革
推
進
本
部
か

ら
各
担
当
部
署
へ
、
問
題
点
や
見
直
す
べ

き
点
が
あ
れ
ば
、
支
持
を
出
す
体
制
を
と

っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
一
職
場
一
目
標

運
動
」
を
実
施
し
、
部
署
ご
と
に
、
独
自

に
年
度
数
値
目
標
を
掲
げ
、
無
理
・
無
駄
・

む
ら
の
排
除
に
つ
な
が
る
よ
う
努
め
て
い

る
。
集
中
改
革
プ
ラ
ン
は
、
外
部
委
員
で

あ
る
行
政
改
革
懇
談
会
か
ら
、
そ
の
進
行

管
理
に
提
言
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
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校
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昨
年
度
に
、
小
中
学
校
の
耐
震
優
先
度

調
査
を
実
施
し
て
い
る
が
、
耐
震
対
策
は

費
用
負
担
が
大
き
く
、
整
備
数
も
多
い
こ

と
か
ら
長
期
化
す
る
た
め
、
そ
の
財
源
確

保
が
不
可
欠
で
あ
る
。
市
民
や
議
員
の
皆

さ
ま
の
ご
意
見
を
拝
聴
し
な
が
ら
良
い
方

策
を
検
討
し
た
い
。

悪
臭
�
�
�
�
�
具
体
的
�
対
策

�
�

　

こ
れ
ま
で
、
臭
気
の
原
因
と
な
る
養
鶏

場
へ
の
改
善
を
強
く
要
望
し
て
き
た
。
会

社
側
は
、
鶏
糞
を
炭
化
し
た
り
、
新
た
な

機
械
の
導
入
を
検
討
し
設
置
す
る
と
の
こ

と
。
今
後
と
も
県
・
石
岡
市
と
連
携
し
、

改
善
・
指
導
を
し
て
い
く
つ
も
り
で
あ
る
。

建
設
中
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
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�
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�
�

　

今
日
、
少
子
化
・
高
齢
化
・
核
家
族
化

な
ど
の
社
会
問
題
へ
の
対
応
が
自
治
体
に

と
っ
て
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
中
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
や
、
健
康
づ
く
り

�
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活
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�
�
�
�
�
�
�

�
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�
施
策
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市
民
主
体
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
は
、
市

民
の
健
康
づ
く
り
、青
少
年
の
健
全
育
成
、

市
民
相
互
の
交
流
機
会
の
拡
充
な
ど
、
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
果

た
す
役
割
も
大
き
い
。
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
が
、
軌
道
に
乗
る
ま
で
一
定
の
支

援
を
し
て
い
き
た
い
。
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専
門
的
な
知
識
を
持
っ
た
、
有
資
格
者

の
方
々
か
ら
、
ご
指
導
・
ご
助
言
を
い
た

だ
き
、
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が

れ
ば
有
意
義
な
こ
と
。
公
共
建
築
物
の
再

生
・
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
関
し
て
も
、
専
門

的
な
立
場
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
な
の
で
、
今
後
と
も
ご
協
力
を

お
願
い
し
た
い
。
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地
域
づ
く
り
活
動
の
促
進
あ
る
い
は
、

霞
ヶ
浦
の
観
光
Ｐ
Ｒ
の
た
め
、
大
き
な
期

待
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
。
今
後
、
よ
り
充

実
し
た
大
会
が
開
催
で
き
る
よ
う
、
検
討

し
て
い
き
た
い
。帆
引
き
船
に
つ
い
て
は
、

市 民

懇 談 会
特集

支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
福
祉
を
中
心
と
し
た

サ
ー
ビ
ス
拠
点
施
設
と
し
て
必
要
で
あ

る
。�

�
�
�
�
�
市
東
西
幹
線
道
路
�

整
備
�
�
�
�
�

　

県
道
の
バ
イ
パ
ス
化
や
、
市
の
事
業
と

し
て
計
画
し
て
い
る
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
を
ま
た

ぐ
「
宍
倉
・
下
稲
吉
線
（
跨こ

せ
ん
き
ょ
う

線
橋
）」
な

ど
、
い
く
つ
か
の
事
業
を
組
み
合
わ
せ
な

が
ら
、
国
・
県
・
隣
接
市
・
関
係
住
民
の

皆
さ
ま
の
協
力
を
得
て
、
整
備
促
進
を
図

り
た
い
。

土
浦
市
�
�
�
�
�
�
�
旧
新
治
郡

合
併
推
進
委
員
会
�
�
住
民
�
含

�
�
立
�
上
�
�
�
�

　

中
長
期
的
な
視
野
の
も
と
、
合
併
に
向

け
た
更
な
る
議
論
や
気
運
の
高
ま
り
が
み

ら
れ
れ
ば
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を

よ
く
伺
っ
た
う
え
で
、
推
進
し
て
い
く
。

地
域
公
聴
会
�
市
内
�
最
低
十
�
�

�
�
程
度
開
催
�
�
�
�
�
�
�

市
�
�
未
来
委
員
会
�
�
市
長
直
轄
�
�

立
�
上
�
�
�
�

　

公
聴
会
は
、
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

の
ひ
と
つ
の
方
法
と
し
て
、
今
後
十
分
に

検
討
す
る
。

　

ま
た
、
行
政
主
導
を
改
め
、
住
民
と
一

体
と
な
っ
た
行
政
運
営
が
必
要
で
あ
り
、

組
織
化
な
ど
も
含
め
、
検
討
し
て
い
る
。

長
は せ が わ

谷川幸
こうすけ

介先生
（茨城大学生涯学習　　
教育センター准教授）

佐
さ く ま

久間淳
あつし

氏
（逆西 4区行政区長）

「
逆
西
地
区
に
お
け
る
自
主
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の
活
動
」
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文化活動事業費助成金
ーいばらき文化振興基金ー

　文化活動を行なっている茨城県内の団体、また
は個人の発表活動などの事業費の一部に対して、
助成します。
◆ 対象者　県内に活動の本拠、住所があり、原則
として一定の文化活動の実績がある団体・個人。
（団体の場合は、定款や規約などを持っている
こと、代表者が明らかであること、過去の決算
書を提出できることなどが必要です。）

◆ 対象事業　①美術展や茶道など文化活動の発表
事業②県の代表などで参加する大会参加事業③
伝統･郷土芸能用具、楽器などの備品の購入や修
理など備品整備事業④文芸作品などの発刊事業
　 （※営利目的、特定の政治活動、宗教活動を目
的とするものなどは対象になりません。）

◆対象事業の実施期間
　平成 20年 4月 1日～平成 21年 3月 31日
◆助成額
　助成対象経費の2分の1以内で、50万円を限度
◆応募方法　電話、FAXなどでご連絡ください
◆募集期間　平成 20年 1月 31日（木）まで
　問財団法人いばらき文化振興財団
　　☎ 029-305-0161　FAX029-305-0163
　　HP　http://www.icf4717.or.jp/

セクハラ・暴力・ストーカーなど
女性からの相談を受け付けています
　悩みを持った女性が気軽に相談できる専用の電
話相談「女性の人権ホットライン」をご利用くだ
さい。人権擁護委員や法務局の職員が、秘密厳守
でご相談を受けます。
◆ 相談内容　職場での男女差別やセクハラ、夫や
パートナーからの暴力、ストーカーなど女性に
対する人権侵害について

◆期日　11月 12日（月）～ 18日（日）
　　　　8：30～ 19：00
　　　　［土・日は、10：00～ 17：00］
◆電話　女性の人権ホットライン
　　　　☎ 0570-070-810

農業収支計算説明会を開催します
ー農業所得の申告は収支計算になりましたー

　土浦税務署による農業収支計算説明会を開
催します。昨年度の申告から農業所得の計算
は、すべて収支計算（収入と経費の収支から
計算する方法）になりました。
　申告の記載方法などに不明な点がある方な
どに、自分で正しく収支計算が出来るよう、
基本的な説明を行ないますので、ご参加くだ
さい。
◆ 日時　11月14日（水）13：30～ 15：30
◆場所　あじさい館　視聴覚室
問税務課　☎内線 1129

ま ち の お 知 ら せ ま ち の お 知 ら せ

県立霞ヶ浦聾
ろう

学校
平成19年度　学校公開のお知らせ
　地域の皆さまに聴覚障害がある子どもたちの学
習する場である聾学校を参観していただき、聴覚
障害についてのご理解と、さらなるご協力をいた
だくことを目的に開催されます。
◆ 日時と内容
　11月 23日（金）
　8：30～ 9：00　　受け付け
　9：00～ 9：50　　学校概要説明・質疑
　9：55～ 11：40 　授業公開、施設公開
　11：45～ 12：20   希望者対象の質疑
◆会場　県立霞ヶ浦聾学校
　　　　（阿見町上長字後山 3-2）
◆ 対象　当校の学区内に居住する一般の方および
関係機関の職員、当校の保護者など

問茨城県立霞ヶ浦聾学校　☎ 029-889-1555

受付期間 11月1日（木）～平成20年1月8日（火）

応募資格 中卒（見込含）17歳未満の男子

試
験
期
日

第1次
試験 平成 20年 1月 12日（土）

第2次
試験

平成 20年 1月 25日（金）～ 28日（月）
の指定する 1日

合格発表 平成 20年 2月 19日（火）

入隊時期 平成 20年 4月上旬

初 任 給 150,200 円
（ボーナス年約 4.45 カ月分）

教　　育 一般高校と同じ学科と
各種技術の基礎を学びます。

資　　格 3年間の教育終了時には、
高等学校卒業資格を取得できます。

問自衛隊茨城地方協力本部　土浦地域事務所
　☎ 029-821-6986

　HP　http://www.mod.go.jp/pco/ibaraki/
　E-mail　hq1-ibaraki@pco.mod.go.jp

市総務課　☎内線 1523

中学3年生の皆さんへ
（陸上自衛隊 生徒募集）
◆技術を学びながら高等学校卒業の資格取得◆

不法投棄は犯罪です！

不法投棄は「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」で禁止

されています。違反をすると5年以下の懲役もしくは1

千万円以下の罰金、またはその両方が科せられます。また、

法人に対しては1億円以下の罰金が科せられるなど、重い

罰則が定められています。

不法投棄の多い場所は！

空き地や道路沿い・河川付近などいたるところに不法投棄

は見られます。特に、人気がなく、草が生い茂った場所な

どで多く見られます。また、不法投棄されたまま何も対処

されない場所は、さらなる不法投棄を呼び込み、その量が

多くなる傾向があります。

不法投棄を防止しよう！

不法投棄をされた場合、捨てた人が分かれば当然その人に

処理してもらいます。しかし、現実は捨てた人が分からな

い場合が多く、その処理は土地の所有者や管理者がするこ

とになり、大変な迷惑がかかります。

かすみがうら市では、不法投棄監視員による巡回パトロールなど、市民の皆さまのご協力のもと不法投
棄防止活動を実施していますが、なかなか不法投棄がなくならないのが現状です。不法投棄は、私たちが
住む街の景観を悪くするだけでなく、環境にも悪影響を及ぼします。次の世代にどんな街を残すかは一人
一人のモラルと責任次第です。みんなで力を合わせ、美しい街をつくりましょう。

問環境保全課　☎内線 2513・2515

不法投棄をする人が一番の問題･･･。

でも、そんな不法投棄をさせない

ように、除草や清掃など定期的な

管理をして、ごみを捨てられにく

い環境をつくりましょう！

STOP！ 不法投棄 11月は不法投棄防止強調月間です

あの人のこと
だれかに
相談したい・・・

砂防基盤図作成のため
調査員がお宅に伺うことがあります
　県土浦土木事務所では、土砂災害防止法に基づき、土
砂災害が発生する恐れのある区域を明らかにし、災害時
の避難体制を整えるための基礎資料となる砂防基盤図を
作成することとなりました。
　基本的には、航空写真を用いて作業を進めます
が、写真では読みきれない崖の高さや地形につい
ては、身分証明証を携帯した調査員が住宅の敷地
に立ち入って測量・スケッチなどの作業を行なう
ことがありますので、ご協力をお願いします。
◆ 調査期間
　11月 1日（木）～平成 20年 3月 15日（土）
◆対象区域　市内全域
問・茨城県土浦土木事務所　河川整備課
　　☎ 029-822-4345
　・総務課　☎内線 1525

申
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保育所・園 定 員 募集人員 受 付 日 受付時間 受入年齢

市立第一保育所 100 23
12月 12日（水）

9:30 ～ 12:00 10カ月～

市立下大津保育所 45 20 13:30 ～ 16:00 1歳～

市立第三保育所 80 20
12月 13日（木）

9:30 ～ 12:00 10カ月～

市立佐賀保育所 90 25 13:30 ～ 16:00 10カ月～

市立第二保育所 60 10
12月 14日（金）

9:30～ 12:00 10カ月～

市立志士庫保育所 80 20 13:30 ～ 16:00 1歳～

市立わかぐり保育所 120 25 12月 17日（月） 9:30～ 11:30
13:30 ～ 16:30

1歳～

市立さくら保育所 180 25 12月 18日（火） 産休明け～

私立のぞみ保育園
（3歳以下のみ募集） 100 17 12月 20日（木） 13:30 ～ 16:30 産休明け～

　　　　3歳

市立やまゆり保育所 230 45 12月 21日（金） 9:30～ 11:30
13:30 ～ 16:30 産休明け～

申込用紙の配布開始　　　　11月 1日 (木 )～
  市内保育所（園）受付開始　12月 12日 (水 )～

◆その他
◎上記受付日程終了後は、随時、千代田庁舎子
ども福祉課で受け付けをします。その他詳細
については、入所申込用紙と同時に『入所の
ご案内』を配布しますのでご覧ください。

◎かすみがうら市以外の市町村保育所（園）に
入所を希望される方は、11月30日（金）ま
でに子ども福祉課へ申込用紙を提出願います。

◆入所基準
◎かすみがうら市内に住所がある方
◎児童の保育ができない方
　・ 家庭外労働、家庭内労働（自営業・農業・
内職など）をしている方

・疾病などにより保育ができない方
・ 妊娠中または出産後間がない方（出産予
定日前6週間、出産後8週間の短期入所）
・病人の看病や介護をしている方　など

◆申し込みの必要書類
・保育所入所申込書
・就労証明書（勤務証明書・自営業申立書など）
・ 保護者または家族の方の病気や出産を証明す
るもの
※入所申込書、就労証明書などの用紙は、11
月 1日 (木 ) から千代田庁舎子ども福祉課、
各保育所（園）、霞ヶ浦庁舎市民窓口課、中
央出張所、宍倉出張所に用意しますので各施
設でお受け取りください。

※申込者は、受付当日に申込書とともに上記就
労証明書などを提出してください。

※申込当日は、入所希望のお子さんの面接もあ
わせて行ないますので必ず同伴してくださ
い。

平成 20年度
保育所の入所を受け付けます

問子ども福祉課　☎内線 1171 ～ 1174

　

社
会
全
体
で
子
育
て
家
庭
を
応
援

す
る
た
め
、
県
が
発
行
す
る
「
い
ば

ら
きK

ids Club

」
カ
ー
ド
を
協
賛

店
舗
で
提
示
す
る
と
、
料
金
割
引
や

粗
品
進
呈
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

﹇
対
象
﹈
妊
娠
中
の
方
や
十
八
歳
未

満
の
子
ど
も
の
い
る
家
庭
﹇
一
家
庭
に
つ

き
一
枚
、
子
ど
も
と
別
居
中
で
も
対
象
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。﹈

﹇
配
布
﹈
幼
稚
園
や
認
可
保
育
所
、

学
校
な
ど
を
通
じ
て
、
配
布
さ
れ
ま

す
。
妊
娠
中
の
方
や
在
宅
の
お
子
さ

ん
の
い
る
ご
家
庭
は
、
市
の
子
ど
も

福
祉
課
窓
口
、
霞
ヶ
浦
庁
舎
市
民
窓

口
課
、
中
央
出
張
所
、
宍
倉
出
張
所

で
配
布
し
ま
す
の
で
、
お
越
し
く
だ

さ
い
。（
妊
娠
中
の
方
は
、
母
子
手

帳
を
持
参
く
だ
さ
い
。）

﹇
制
度
開
始
時
期
﹈十
月
二
十
一
日（
日
）

﹇
協
賛
店
舗
﹈
県
子
ど
も
家
庭
課
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

http://w
w
w
.pref.ibaraki.jp/

bukyoku/hoken/jifuku/jifuku.htm

問
子
ど
も
福
祉
課
☎
内
線
一
一
七
三

「
い
ば
ら
きK

ids Club

」

カ
ー
ド
を
提
示
し
て
優
待

を
受
け
よ
う
！

い
ば
ら
き
子
育
て
家
庭
優
待
制
度

日常生活に支援が必要な　高齢者の皆さまへ

　日常生活が困難なひとり暮らしの高齢者、高齢者
のみの世帯の方に、軽易な日常生活支援を行なうこ
とにより、自立した生活を促します。
◆ 対象者　65歳以上のひとり暮らしの方、高齢者
のみの世帯の方で、日常生活上の支援が必要な方

◆ 内容　シルバー人材センターによる草取り、掃除
などの軽易な日常生活上の支援

◆利用時間　1世帯につき、1週間に 1回を限度
　（1回の利用時間は 4時間以内とします）
◆ 利用料　基本は 1時間 800 円の内容で、利用料
は 1割の 80 円。800 円を超えた分は実費負担。
（例えば 1時間 1,000 円の作業をお願いした時
は、800 円の 1割の 80 円と残り 200 円の併せ
て 280 円が利用料となります。）※機械・運搬作
業などは別途費用がかかることがあります。

◆ 申込方法　各庁舎･出張所で、軽度生活事業利用
申請書に必要事項を記載し、押印のうえ申請して
ください。

問長寿福祉課　☎内線 1180

軽度生活支援事業
のご案内

　ひとり暮らしの高齢者や、家庭で寝たきりの状態
の方が、清潔で快適な生活ができるよう、また、介
護者の労苦が軽減されるよう、市は、寝具の洗濯・
乾燥・消毒を無料で行ないます。
◆対象者　次のいずれかに該当する方
◎寝具の衛生管理が困難な 70歳以上で、親族や
その他の方と同居していないひとり暮らしの
方、または 70歳以上の高齢者のみの世帯の方

◎寝たきりの状態にある 65歳以上の方
◎重度の身体障害により寝たきりの状態にある方

◆ 内容　寝具（原則的に掛布団、敷布団および毛布
の各 1枚 1式）の洗濯、乾燥、消毒を行ないます。

◆利用料　無料
◆実施日　① 11月中旬（申込は 11月 5日まで）
　　　　　②平成20年2月上旬（申込は12月末まで）
◆ 申込方法　各庁舎･出張所で、寝具洗濯乾燥消毒
サービス申請書に必要事項を記載し、押印のうえ
申請してください。

問長寿福祉課　☎内線 1180

寝具洗濯乾燥消毒
サービスのご案内

有料広告欄有料広告欄有料広告欄
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国民年金 news
年金制度改正のお知らせ

やさしく 楽しく 共同参画⑥

“ポジティブ・アクション”

　職場などでの男女間の格差や固定的
な役割分担を解消し、能力を十分に発
揮できるようにするために、男女のい
ずれか一方に対し、その機会を積極的
に提供していくことです。

例えば・・・
・女性の採用・登用を促進させる
・ 男女の均等取り扱い・女性の職域拡大・
能力向上のための研修機会を拡充させる

その ⇩ 結果
・ 女性が労働意欲と能力を発揮できます
・ 男性も刺激され、生産性が向上し競争
力の強化が生まれます
・ 男女に関わりなく多用な個性を持った人
材確保ができ、その能力を発揮させ新
しい発想を生み出す可能性へとつなが
ります
問広聴広報課　☎内線 1152

１ ．平成 19 年 4月 1日以後に離婚した場合に、その婚姻期
間中の厚生年金の保険料納付記録を、当事者間で合意した
割合に基づき分割することができるようになりました。
２．遺族厚生年金制度の見直し
・ 遺族厚生年金と老齢厚生年金などの受給権がある 65歳以上
の方は、自身の老齢厚生年金を全額受給した上で、改正前
の水準との差額を遺族厚生年金として受給する仕組みにな
ります。

・ 夫の死亡時に 30歳未満で子を養育しない妻に対する遺族厚
生年金は、5年間の有期給付となります。また、妻に対す
る遺族厚生年金に加算される中高齢寡婦加算の支給対象が
夫の死亡時に 40歳以上で、子を養育しない妻となります。
３ ．66歳以降に支給の繰り下げの申し出をした場合、増額さ
れた老齢厚生年金を受給することが出来ます。
４ ．70歳以上の方もお勤めしている場合には老齢厚生年金
の全額または一部の額が支給停止になります。
５ ．年金受給権者ご自身の申し出により、年金の支給を停止
することができるようになりました。
問ねんきんダイヤル　☎ 0570-05-1165
　ＨＰ　http:www.sia.go.jp/

☆☆☆有料広告を募集中/広聴広報課　☎内線1151☆☆☆

　秋の深まりとともに、日本一の生産量を誇る霞ヶ浦沿岸
のれんこんが、いよいよ収穫本番を迎えます。
　そんな旬のれんこんを、より美味しく、もっと身近に食
べていただくため、れんこん料理フェアを開催します。
　フェア期間中、霞ヶ浦周辺６市町村（かすみがうら市、
土浦市ほか）のホテルや料理店など 33店舗でれんこん料
理を用意しておりますので、ぜひ皆さまでお越しください。
【れんこん料理の展示やレシピの紹介、試食品を提供】
日時：11 月 7日（水）11時 30分～ 13時 30分まで
場所：県南生涯学習センター（ウララビル 5階）
問農林水産課　内線 2504

「日本一の れんこん料理 フェア」を開催します
フェア期間

11月1日から30日までの1カ月間

当市では「せき食堂」（稲吉 1-2-14）が
れんこん料理を提供します。 　かすみがうら市･石岡市･土浦市農業委員

会では、市の後継者育成と市の発展を願い、
ふれあい交流事業として、皆さんの『出会
い』の機会を企画しました。是非ご参加く
ださい。
◆期日　12月 2日
◆場所　軽井沢
　万平ホテル
　（現地まで送迎あり）　（現地まで送迎あり）
◆対象者　結婚を考えている男女（男性は
かすみがうら市･石岡市･土浦市居住者
か、勤務者に限ります。各市から男女各
7人の定員になり次第締め切ります。）

◆参加費　男性 3,000 円　女性 2,000 円
◆申込方法　専用申込用紙に必要事項を記
入し、農業委員会へ申し込みください。

◆申込期間
　11月 1日（木）～ 11月 20日（火）
　問各市農業委員会事務局
　【かすみがうら市】　☎内線 2702
　【石岡市】☎ 0299-43-1111  内線 1321
　【土浦市】☎ 029-826-1111  内線 5131

カップリングパーティー
参加者募集

万平ホテル外観

農業後継者の結婚をお祝いします
　市内の農業後継者の結婚当事者に記念品を、ま
た、媒酌人（結婚当事者を紹介し、お世話した方）
に感謝状・謝金を贈呈します。
◆ 対象となる結婚　
　 　次の 3点に該当し、農業委員会の会長が認
定した方

　・ 農業経営の規模が 50アール以上あり、農業
従事日数が 60日以上であること

　・ 結婚後、農業後継者または配偶者のいずれか
が主として農業に従事するものであること

　・ 平成 19 年 4 月 1日から 12 月 31 日までの
間に結婚された（結婚する）方

◆申込方法　
　 　該当すると思われる方は、専用申込用紙に
必要事項を記入のうえ、農業後継者の住所地を
担当する農業委員および結婚相談員の確認を得
て、11 月 30 日（金）までに農業委員会事務
局に申し込みください。

※  1 組の結婚成立に対し、媒酌人が複数いる場
合は、代表者の方に謝金を交付します。

　問農業委員会　☎内線 2702

お買い物はマイバック持参で！
　かすみがうら市では、茨城県と「環境保全茨城
県民会議」および「大好きいばらき県民会議」が
実施する「マイバック運動」に参加しています。
　レジ袋を削減し、地球温暖化を防止するため、お
買い物にはマイバックを持参しましょう。
問環境保全課　☎内線2513

「ハスピザ」▶

「せき食堂」が11月1日
からメニューに追加。
その他「ハス餃子」も提
供予定。

人工内耳と難聴者相談会を開催
　ＮＰＯ法人茨城県中途失聴・難聴者協会主催の
相談会を開催します。
◆日時　11月 18日（日）13：00～ 17：00
◆場所　土浦市総合福祉会館　社会福祉センター
　　　　（土浦ウララビル 2　4階講義講習室）
◆概要　人工内耳相談会（13：00～ 15：00）
　　　　 中途失聴・難聴困りごと相談会
　　　　（15：00～ 17：00）
◆参加費　無料
問ＮＰＯ法人茨城県中途失聴・難聴者協会
　☎・ＦＡＸ  029-857-5138

（積極的改善措置）

申

申

有料広告欄
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木 thu 金 fri 土 sat

保セ  にこにこ教室　（要予約）
　　10:00～　千代田保健センター
社福  法律相談（要予約）
　　13:00 ～　働く女性の家
　　※予約は11/1～
観光  計量器検査
　　　10:30～　臨時計量検査所

 8
先勝

保セ  3歳児健診　
　　13:00～　霞ヶ浦保健センター
　　　（H16年10月生）
観光  計量器検査
　　　10:30～　臨時計量検査所

 9
友引

 
 
 

 2
先勝

文化の日
観光  かすみがうら祭
　　第 1常陸野公園
 
 

 3
友引

図書  “石のスープの会”のお話会
　　14:00～　図書館
雪入  柿狩ハイキング
9:00～　雪入ふれあいの里公園

10
仏滅

農委  農地相談日　
　　（予定・要予約）
　　14:00～16:00

15
先負

16
仏滅

17
大安

保セ  にこにこ教室　（要予約）
　　10:00～　千代田保健センター
社福  法律相談（要予約）
　　13:00 ～　あじさい館
　　※予約は11/1～

22
仏滅

勤労感謝の日

23
大安

24
赤口

【霞】C Dプラスチック

保セ  5ヶ月児健診　
　　13:00～　霞ヶ浦保健センター
　　　（H19年6月生）

29
大安

30
赤口

かすみがうら市ホームページアドレス　http://www.city.kasumigaura.ibaraki.jp/

【霞】C Dペットボトル

【霞】C Dプラスチック

【霞】C Dペットボトル

【千】A プラスチック
　   B 可燃
【霞】C D可燃

【千】A 不燃･カン
　   B 可燃
【霞】C D可燃

【千】A 不燃･カン
　   B可燃
【霞】C D可燃

【千】A プラスチック
　   B 可燃
【霞】C D可燃

【千】A 不燃･カン
　   B 可燃
【霞】C D可燃

【千】A 可燃
　   Bプラスチック
【霞】C D粗大ごみ

【千】A 可燃
　   B 不燃･カン

【千】A 可燃
　   B 不燃･カン
【霞】C Dその他ビン

【千】A 可燃
　   B プラスチック
【霞】C D無色ビン

日 sun 月 mon 火 tue 水 wed

1 月

保セ  健康相談 （栄養･歯科相談）
　　　霞ヶ浦保健センター
　　 ※歯科相談はあじさい館
保セ  健康まつり
　　　10:00～　あじさい館
観光  計量器検査
　　　10:30～　臨時計量検査所

 7
赤口

千公  読み聞かせ会　
　　16:00 ～　稲吉児童館
保セ  1歳児相談　
　　13:00～　霞ヶ浦保健センター
　　　（H18年11月生）

 6
大安

保セ  ハートの日 （こころの相談）
　　（要予約）千代田保健センター

 5
仏滅

郷土  古文書講座⑥（全１０回）
　　13:30～
 
 

 4
先負

保セ  1歳6ヶ月児健診　
　　13:00～　千代田保健センター
　　（H18年４月生）
保セ  健康相談 
　　　霞ヶ浦保健センター
社協  心配ごと相談  13:30～
　　※働く女性の家

14
友引

千公  読み聞かせ会　
　　16:00～　新治児童館

13
先勝

   

12
赤口

郷土  霞ヶ浦学講座①（全5回）
　　13:30～
 
 

11
大安

保セ  総合健診　
　　（要予約）7:00～
　　千代田保健センター
保セ  健康相談 （栄養･歯科相談）
　　　霞ヶ浦保健センター

21
先負

千公  読み聞かせ会　
　　16:00～　大塚児童館
子福  育児相談
　　15:00～（要予約）
　　さくら保育所

20
友引

19
先勝

18
赤口

保セ  2歳児健診 13:00～
  千代田保健センター（H17年11月生）
保セ  健康相談 霞ヶ浦保健センター
社協  心配ごと相談  13:30～
　　※あじさい館
社福  特設人権相談所
　　10:00～働く女性の家

28
仏滅

27
先負

農委  農業委員会総会　
　　14:00～
保セ  妊婦教室①　（要予約）
　　9:30～　千代田保健センター

26
友引

雪入  初めてのバードウォッチング②
　　9:00～
　　雪入ふれあいの里公園
郷土  史跡学習会（下佐谷地区）
　　13:00
　　下佐谷農村集落センター集合

25
先勝

霜月

平成
19 年

【千】B 粗大ごみ
【霞】C D不燃･カン

【千】 A  B ペットボトル
【霞】C D不燃･カン

【千】 A  B ペットボトル
【霞】C D不燃･カン

【千】A 粗大ごみ
【霞】C D不燃･カン

【千】A 茶色ビン
　   B 可燃
【霞】D可燃

【千】A その他ビン
　   B 可燃
【霞】D可燃

【千】A 無色ビン
　   B 可燃
【霞】D可燃

【千】A 茶色ビン
　   B 可燃
【霞】D可燃

【千】A 可燃
　   B 茶色ビン
【霞】C可燃

【千】A 可燃
　   B その他ビン
【霞】C可燃

【千】A 可燃
　   B 無色ビン
【霞】C可燃

【千】A 可燃
　   B 茶色ビン
【霞】C可燃

 
 
 

 1
赤口

【千】A 可燃
　   B 不燃･カン
【霞】C D茶色ビン

1 November.2007　おしらせカレンダー

※    県緊急医療情報システムは、以下のＨＰアドレス　
　www.qq.pref.ibaraki.jp/　でもご覧になれます。

11月　夜間緊急診療所【内科・小児科】
緊急診療所 (石岡市医師会病院内 ) ☎ 0299-23-3515
受付時間　19:00～ 22:30
診療日　　2,3,4,10,11,17,18,22,23,24,25日

11月　休日緊急診療所（受付時間　9:00～ 11:30／ 13:00～ 15:30）
【外科】
3日
4日
11日
18日
23日
25日

斉藤病院
滝田整形外科
渡辺クリニック
府中クリニック
石岡循環器科脳神経外科病院
山王台病院

☎0299-26-2131
☎ 0299-23-2071
☎ 0299-26-7633
☎ 0299-22-2146
☎ 0299-58-5211
☎ 0299-26-3130

【内科・小児科】
緊急診療所 (石岡市医師会病院内 )
　　☎0299-23-3515
診療日　　3日・4日・11日・18日・23日・25日

11月　輪番制病院　（土浦･阿見地域病院群輪番制病院）
【土浦協同病院】☎029-823-3111
受付時間　18:00～翌8:00
診療日　2,4,7,9,11,14,16,18,21,23,25,27,29日
【東京医大霞ヶ浦病院】☎029-887-1161
受付時間　18:00～翌8:00
診療日　1,3,5,8,10,12,15,17,19,22,24,26,28,30日
【霞ヶ浦医療センター】☎029-822-5050
受付時間　18:00～翌8:00　　
診療日　6,13,20日

※その他の《休日・夜間診療の医療機関》をお探しの方は･･･
茨城県救急医療情報コントロールセンター　☎ 029-241-4199
市消防本部・西消防署　　　　　　☎0299-59-5111
　　　　　　東消防署　　　　　　☎029-897-0119

休
日
診
療
所

（
石
岡
地
区
）

輪
番
制
病
院

（
土
浦
地
区
）

A ＝志筑･新治･稲吉 1～5 丁目･
　　稲吉東 1～6 丁目･角来
B ＝七会･千代田ハウス～大塚団地～
 　　逆西11区周辺･稲吉南 1～3 丁目
C＝美並･佐賀･安飾地区
D ＝下大津･牛渡･志士庫地区

ごみ収集地区一覧

かすみがうら市役所
　☎0299(59)2111
　☎029(897)1111
　Fax  0299(59)2130

中央出張所
　☎029(831)6399

宍倉出張所
　☎029(832)3696

あじさい館
　☎029(897)0511

保健センター（霞ヶ浦保健センター）
※保健行事の予約はこちら
　☎029(898)2312

教育委員会（美並地区公民館）
　☎029(898)2016

水道課（浄水場）
　☎029(897)1346

保セ  ＝保健センター
観光  ＝観光商工課
千公  ＝千代田公民館
　　　☎0299(59)5252
雪入  ＝雪入ふれあいの里公園
　　　☎0299(59)7000
社福  ＝社会福祉課
子福  ＝子ども福祉課
図書  ＝図書館
　　　☎029(897)0647
郷土  ＝郷土資料館
　　　☎029(896)0017
農委  ＝農業委員会事務局
社協  ＝社会福祉協議会
　　　☎0299(59)5509

主な 官公署 ☎

※市役所へのダイヤルについ
ては上記のとおり２つあり、
どちらにおかけになっても
庁舎間は内線電話で転送さ
れます。電話連絡の際には
ご自宅などと【同じ市外局
番の番号】へかけられた方
が、料金の負担が軽く済み
ますのでご利用ください。

カレンダー内の表示･☎

  ごみカレンダー、病院･診療所
の情報は市のホームページ
の他にモバイル版（携帯電
話から接続）でもご覧いた
だけます。モバイル版ＵＲＬ
は以下のとおりです
http://www.city.kasumi
gaura.ibaraki.jp/mobile/

※ごみの収集　＝　環境保全課
　環境クリーンセンター　☎0299-59-4649

今月の納付納入期限 11 月 30 日
固定資産税　第４期分
国民健康保険税　第６期分
保育料 11 月分・上下水道料 11 月分

※保健行事の詳細は健康カレンダーをご覧ください。
 　その他の各行事の詳細は、担当課へお問合せください。

11 月 16日は、「ノーマイカーデー」
　茨城県公共交通活性化会議では、「県内一斉ノーマイ
カーデー」を１１月１６日（金）に実施します。
　公共交通の重要性や、過度のマイカー利用による地球
温暖化などの問題について考え、当日はマイカー利用を
控えた通勤に努めましょう。
☆この取り組みに参加いただける事業所を募集中☆
【茨城県企画課交通対策室】☎029-301-2536
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ま ち の お 知 ら せ

新刊図書案内

【一般書】「追伸」「H5NI」「絆」「魔法の種」「登
山入門」「果ての花火」「反転」「Life －ﾊﾟﾊﾟは心
の中にいる」「子どもを理科好きに育てる本」「ヤ
ーコン百

ひゃくちん

珍」ほか
【児童書】「スリースターズ」「マルヴァ姫、海へ！」
「とべないホタルのゆりかご」「ねむれないの、ほ
んとだよ」「ぼくたちは、いつまでも」ほか

１ねん１くみ１ばんくいしんぼう
（作 :後藤竜二  絵 :長谷川知

と も こ

子）
クラスで 1番くいしんぼうの
くろさわくん。給食の時間にな
ると突然変身する。今日の給食
は、みんなが大好きなカレーラ
イス！くろさわくんは、何回も
おかわりをして･･･

子どもを理科好きに育てる本
（中野不二男）
魚屋さんやスーパーだって知識
の宝庫。親がちょっと見方をか
えれば、子どもの好奇心を引き
出すことができる「大発見」が
日常生活にはいっぱいある。子
どもを理科好きにするための本。

◆参加費　各日200円、中学生以下100円（保険料含）　※松尾先生の健康体操教室は400円（保険料含）
◆参加対象　どなたでも参加できます。　　　　〔※都合により日程が変更になる場合があります〕
◆申込・問い合わせ先　・KSCなかよしスポーツクラブ事務局　　大

や ま と

和　☎ 090-2417-8502
　　　　　　　　　　　・KSCエンジョイスポーツクラブ事務局　高田　☎ 090-2420-7846
　　　　　　　　　　　・教育委員会スポーツ振興課　☎内線 3029

1エンジョイスポーツデー
　25日【日】9：00～ 12：00
　体育センター
2ソフトバレーボール体験
　毎週火曜日20：00～ 22：00
　体育センター
3グラウンドゴルフ教室
　毎週火曜日9：00～ 11：30
　あじさい館コミュニティ広場
4弓道体験
　毎週木曜日 13：30 ～ 17：00、
　19：00～ 21：00（要事前申込）、多目的運動広場弓道場
5松尾先生の健康体操教室
　6日【火】19：30 ～ 21：00
　あじさい館研修室１
6リフレッシュ体操教室
　9日・23日【金】14：00 ～ 15：00
　28日【水】19：30 ～ 20：30
　あじさい館（講座室 1・2）

KSC エンジョイスポーツクラブ

≪市立図書館千代田分館≫≪市立図書館本館≫

開館時間　9：00～ 17：00
休 館 日　毎週月 (月が祝日の場合は、その翌日 ) 

開館時間　9：00～ 17：00
休 館 日　   毎週月、祝日、毎月末日（末日が土日の

場合は金、月が祝日の場合は、その翌日）

読んだ図書はもとの
場所へ戻してね！

 芸能人発行の本
種種あります！　

みんなでスポーツ

1ソフトスポーツを楽しもう！
　18 日【日】9：00 ～ 12：00
　わかぐり運動公園体育館
2なかよし硬式テニス体験
　毎週日曜日 9：00 ～ 11：00
　第 1常陸野公園テニスコート
3なかよしピンポン＆ラケットテニス体験
　毎週土曜日（3日を除く）13：00～16：00
　毎週木曜日（1日を除く）19：00～ 22：00
　※毎週木曜はピンポンのみ　
　千代田B＆ G海洋センター体育館
4なかよし太極拳体験
　毎週水曜日 19：00 ～ 21：00
　ケアハウス Piso 天神（宍倉）
5健康体操
　9日【金】19：00～21：00
　23日【金】10：00～12：00勤労青少年ホーム

KSC なかよしスポーツクラブ

ＫＳＣスタッフ募集中！
スポーツを通じた地域づくり、一緒にやりませんか？

【一般書】「犬と私の 10 の約束」「イギリスの夫
婦はなぜ手をつなぐのか」「いわいさんちのリベ
ットくん」「朝顔はまだ咲かない」「まいにち植物」
「リバース」「花火の図鑑」ほか
【児童書】「ぼくのうさぎ」「リッキのゆめ」「ミサ
コの被爆ピアノ」「モーツァルトくん、あ・そ・ぼ !」
「給食番長」「まがなった」ほか

文化協会からのお知らせ
（生涯学習課）

季節のお菓子でお茶をどうぞ！

　千代田地区茶道連合会では、第 21 回「季
節のお菓子でお茶をどうぞ」の茶席を開催し
ます。四季の移り変わりを一服のお茶で楽し
みましょう。
◆日　時　11月 23日（金曜祝日）
　　　　　13：00～ 16：00
◆場　所　働く女性の家　1階和室
◆茶　券　300円
問古

こ や の

谷野政子　☎ 029-831-1066

スポーツ少年団市長杯
軟式野球
〔8月 25日　多目的運動広場ほか〕
成績：   ㊝美並エンジェルス②神立ファミリー（土

浦市）③石岡ドラゴンズ（石岡市）
バレーボール
〔8月 25日　体育センターほか〕
成績： ㊝牛渡スポ少②B‐キッズ（坂東市）③

龍友バレーボールスポ少（龍ヶ崎市）

第24回県スポーツ少年団スポーツ大会
サッカー
〔7月 28・29日　玉里運動公園ほか〕
成績：ブロック優勝　千代田サッカー少年団
ソフトボール
〔7月 28・29日　那珂湊運動公園〕
成績：   【男子の部】準優勝　下稲吉ヤングパワーズ

【女子の部】準優勝　千代田フェニックス
ミニバスケット
〔8月 4日　笠松運動公園体育館〕
成績：【女子の部】第3位　千代田ティンカーズ
ソフトテニス
〔8月 12日　見川総合運動公園ほか〕
成績： 【小学校高学年男子の部】優勝　飯田浩

晶・藤堂俊祐ペア（霞ヶ浦ソフトテニス
クラブ）第 3位　菅沢一成・奥村健太
郎ペア（霞ヶ浦ソフトテニスクラブ）

　　　 【小学校低学年男子の部】第 3位　山口
貴倫・山口和晃ペア（霞ヶ浦ソフトテニ
スクラブ）

体育協会からのお知らせ
（スポーツ振興課）

第3回硬式テニス大会を開催！

　硬式テニス部主催のテニス大会を開催しま
す。皆さんのご参加をお待ちしています。
◆日　時　11月 18日（日）［予備日 25（日）］
◆場　所　第1常陸野公園・わかぐり運動公園
◆試合方法
　男子ペア、女子ペア
　予選リーグと決勝トーナメント
◆参加費　2,000 円 / １ペア
問古沢正美　☎ 090-7403-8568

健康まつりを
開催します

11/7
（水）

◆日　時　11月７日（水）
　10：00～ 15：00
◆場　所　あじさい館
◆健康フェア
　10：00～ 15：00
　 歯科検診・歯科相談
　（フッ素塗布希望　500円）
　山口孝之先生（深谷歯科医院）
◆中高年女性のための講演会　
　14：00～ 15：00（視聴覚室）
　「更年期以降をいきいきと！」
　小

こばなわ

塙清先生（小塙医院）
◆同時講演会　
　13：00～ 15：00（第 1 ･ 2 会議室）
　【第 1部】「肥満と糖尿病について」
　福田元

も と し

司先生（石岡市医師会病院医師）
　【第 2部】「歯周疾患について」
　鶴屋誠

ま さ と

人先生（つるや歯科医院）
◆参加費　基本は無料
※ 当日は、通常のコミュニティバスのほ
か、臨時バスも運行します。

• 【千代田保健センター】12：00→【働く女
性の家】12：15→【あじさい館】12：30
• 【あじさい館】15：20→【働く女性の家】
15：35→【千代田保健センター】15：50
問保健センター　☎内線 2462

11月

（㊝･･･優勝、②･･･準優勝、③･･･第 3位）
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次の○に当てはまる言葉や数字を誌面の中から探してね!

Q1  この日は、自家用車の利用を控えましょう
　　　11月16日は県内一斉「ノー○○○○デー」
Q2　神様の留守を預かる留守神
　　　七福神の一員＝「○○○様」

第30回

　◆先月の答え
　 Q1 内臓脂肪  Q2 豊水 

《ファミリー公園であそぼう！》のひとこま
（9月21日  大塚児童館）

ファミリー公園の
砂場であそぶこどもたち
木陰もたくさんあって
あそびに夢中になっても
過ごしやすいね！

答えのほかにご協力ください

皆さんの周辺にある
紅葉がきれいな木・場所を
教えてくれませんか？

14

◆応募方法…
　はがきで　はがきの裏面に答え、表面に住所、
氏名、年齢を明記して応募してください。

　送付先…〒315-8512かすみがうら市上土田
461広聴広報課「広報クイズ10月号」係

　携帯やパソコンのメールで「広報クイズ10
月号係」、住所、氏名、年齢、答えを明記し
て送信してください。

　送信先  info@city.kasumigaura.ibaraki.jp
◆賞品…正解者の中から、抽選で10人に500
円分の図書カードを贈ります。（※発表は商品
の発送をもって代えさせていただきます。）

◆応募締め切り…11月6日（火）（必着）

11
月
9
日
か
ら
15
日
ま
で

秋
の
火
災
予
防
運
動
を
実
施

　

平
成
十
八
年
中
、
全
国
で
住
宅
火
災

に
よ
る
死
者
数
が
千
五
百
五
十
人
に
急
増

し
、
前
年
を
六
十
一
人
も
上
回
り
、
今
後

更
な
る
増
加
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

住
宅
防
火
と
い
の
ち
を
守
る
七
つ
の

ポ
イ
ン
ト

◉ 

寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
に
や
め
よ
う

◉ 

ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
物
か

ら
離
れ
た
位
置
で
使
お
う

◉ 

ガ
ス
こ
ん
ろ
を
離
れ
る
時
は
必
ず

火
を
消
そ
う

◉ 

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
、
住
宅

火
災
警
報
器
を
設
置
し
よ
う

◉ 

寝
具
、
衣
類
、
カ
ー
テ
ン
な
ど
に

防
炎
品
を
利
用
し
よ
う

◉ 

隣
近
所
の
協
力
体
制
を
作
ろ
う

　

こ
れ
か
ら
は
、
空
気
が
非
常
に

乾
燥
し
や
す
い
季
節
に
な
り
ま
す
。

火
災
の
原
因
の
上
位
に
い
つ
も
挙

げ
ら
れ
る
放
火
に
も
十
分
な
自
己

対
策
（
自
宅
の
周
囲
を
整
理
整
頓

す
る
）
を
し
ま
し
ょ
う
。

問
・
市
消
防
本
部
・
西
消
防
署

　

〇
二
九
九
‐
五
九
‐
五
一
一
一

　

・
東
消
防
署

　

〇
二
九
‐
八
九
七
‐
〇
一
一
九

日 時 内 容 場 所 対 象 予約受付

11月 7日（水）
10:00 ～ 11:30 《広いお庭であそぼう！》

　※雨天中止  
　・ 持参品…飲み物

  やまゆり
　　　保育所

1歳～就学前児
とその保護者
《育児に関する
相談もお受けし
ます。》

11月 1日
 ・11月 2日

11月 9日（金）
10:00 ～ 11:30

 下大津保育所
11月 5日
 ・11月 6日

11月 15日（木）
10:00 ～ 11:30

《小麦粉粘土を作ってあそぼう！》
  ・ 持参品…飲み物

 稲吉児童館
　　　（20組）

11月 8日
 ・11月 9日

11月 16日（金）
10:00 ～ 11:30

《広いお庭であそぼう！》
※雨天中止 ・持参品･･･飲み物

 第二保育所
11月 12日
 ・11月 13日

　問ちよだ地域子育て支援センター（勤労青少年ホーム内）　☎ 029-831-5896
　　霞ヶ浦地域子育て支援センター（第一保育所内）　　　　☎ 029-897-0345

楽しい遊びの場・仲間づくりの場・

相談の場としてご利用ください。

子育てサロン
（あそび＆
　　おはなし）

ちよだ地域子育て支援センター　0歳児とその保護者対象 (予約不要 )
　毎週月～金曜日 (※月曜日は午前のみ )　9:30 ～ 11:30 ／ 14:00 ～ 16:00

霞ヶ浦地域子育て支援センター　0歳～未就学児とその保護者対象 (予約不要 ) 
毎週月～金曜日　9:30 ～ 11:30

インターネットで
災害の知識を勉強したり
テストができます！

インターネットで「e-カ
レッジ」と検索⇒「一般
の方へ！」⇒「災害への
備えコーステスト」
〈総務省消防庁ＨＰ〉

9月号のクイズと質問にお答えいた
だきましてありがとうございました。
皆さまのお宅には、「ラジオ付き懐中
電灯」や「防災リュック」などの防
災関連グッズが多いようですね。
日頃から防災の意識を高めましょう！ 火は見てる　あなたが離れる　その時を

平成 19年度全国統一防火標語

戸
籍
の
ま
ど

ー
九
月
一
日
〜
三
十
日
届
出
分(

敬
称
略)

ー

(

申
請
に
よ
り
掲
載
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。)

申

戸籍の窓では、新生児と亡くなられた方の

氏名・大字などを掲載しておりますが、不

正使用や目的外使用防止の観点から、ホー

ムページ上での掲載はいたしませんのでご

了承ください。
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　「安飾まつり」は、学校と公　「安飾まつり」は、学校と公
民館が共同で企画・運営を行
ない、餅つきや会食、そば打
ち体験などをとおして、学校
と保護者、地域の方々との結
びつきを深めています。
　児童たちは、地域の方々と
共に普段の生活の中ではなか
なか体験できなくなったそば
打ち体験や抹茶体験、メンコ
やビー玉を使った伝承遊びな
どをとおして多くのことを学
んでいます。見ているだけで
はわからないことが、体験を
とおして理解できる楽しい一
日となります。

ふ
る
さ
と
の
年
中
行
事

広報誌持参の方は資料館入館無料！！郷土資 料館

山
脈
は
霧
を
ま
と
ひ
て
淡
く
見
ゆ
墨
絵
の
如
く
曇
る
梅
雨
の
日

厳お
ご
そか
に
夏な

ご
し越
の
神
事
形
代
に
け
が
れ
を
移
し
茅
の
輪
潜
り
ぬ

手
入
れ
な
き
梨
の
畑
の
静
か
さ
よ
た
だ
夏
草
の
荒
れ
繁
る
な
り

庭
石
に
根
付
き
し
岩
松
ひ
さ
び
さ
の
雨
に
み
ど
り
の
甦

よ
み
が
えり
き
て

刻と
き
の
間
を
こ
こ
ろ
放
ち
て
た
だ
に
佇た

つ
炎も

ゆ
る
が
如
き
夕
映
え
の
中

に
が
う
り
の
花
の
香
り
に
染し

み
て
佇た

つ
成
長
早
き
夏
の
日
の
朝

炎え
ん
ね
つ
熱
に
村
は
ひ
っ
そ
り
人
見
え
ず
百さ

る
す
べ
り
日
紅
の
目
立
ち
咲
き
を
り

取
入
れ
の
終
い
し
刈か

り
た田
に
風
も
凪な

ぎ
藁わ

ら
焼
く
煙
幾い

く
す
じ條
か
立
つ

夏
椿
の
あ
ま
た
青
き
実
台
風
に
う
な
だ
れ
頭
を
振
る
雨
風
は
げ
し

（
稲
吉
東
）

（
市　

川
）

（
上
土
田
）

（
稲
吉
南
）

（
大
和
田
）

（
戸　

崎
）

（
御　

殿
）

（
内
加
茂
）

（
下
稲
吉
）

（
下
稲
吉
）

（
稲
吉
東
）

（
稲
吉
東
）

（
下
土
田
）

（
牛　

渡
）

（
三
ツ
木
）

（
戸　

崎
）

（
上
土
田
）

（
上
佐
谷
）

大

西

周

石
平
周
蛙

萩
原
初
枝

斉
藤
嘉
代

車
田
き
み

小
松
崎
正し
ょ
う
え
い栄

福
田
宏ひ
ろ
み
ち通

松
葉
ふ
み

塚
田
甲
子
郎

短
歌

俳
句

教育委員会
　

旧
十
月
二
十
日
は
、
恵
比
寿
様
を

祀
る
日
で
す
。
恵
比
寿
様
は
、
現
在

で
は
一
般
に
七
福
神
の
一
員
と
し
て

の
福
の
神
で
あ
る
と
イ
メ
ー
ジ
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
鎌
倉
時
代
以

降
の
信
仰
で
す
。

　

エ
ビ
ス
を
称
す
る
神
は
、
イ
ザ
ナ

ギ
・
イ
ザ
ナ
ミ
の
子
で
あ
る
蛭
ひ
る
こ
の
み
こ
と

子
命

か
、も
し
く
は
大
お
お
く
に
ぬ
し
の
み
こ
と

国
主
命
（
大
黒
様
）

の
子
で
あ
る
事こ
と
し
ろ
ぬ
し
か
み

代
主
神
と
さ
れ
る
こ

と
が
多
く
、
古
事
記
や
日
本
書
紀
の

記
載
内
容
に
基
づ
き
水
の
神
や
釣
竿

を
持
っ
た
容
姿
と
し
て
表
現
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
商
売

繁
盛
の
神
と
し
て
の
信
仰
も
鎌
倉
時

代
以
降
の
商
業
の
発

展
に
伴
っ
て
か
ら
で

あ
り
、
そ
の
こ
ろ
か
ら

七
福
神
信
仰
と
結
び

つ
い
た
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

恵
比
寿
講
は
、
十
月

（
神
無
月
）
に
ほ
と
ん

ど
の
神
様
が
出
雲
に
出
か
け
る
時
期

に
留
守
を
預
か
る
留
守
神
と
し
て
恵

比
寿
様
を
祀
り
、
一
年
の
無
事
を
感

謝
す
る
民
間
行
事
ま
た
は
秋
祭
り
を

い
い
ま
す
。

市
内
で
は
以
前
、
当
番
制
で
当
家

が
あ
り
、
そ
こ
の
家
に
集
ま
っ
て
共

同
飲
食
を
し
ま
し
た
が
、
現
在
は
神

棚
や
床
の
間
に
恵
比
寿
様
を
祀
り
、

魚
（
鮒ふ
な

が
多
い
）
や
貨
幣
を
入
れ
た

桝ま
す

を
供
え
て
、
富ふ
う
き
は
ん
え
い

貴
繁
栄
を
祈
る
形

が
多
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、

な
る
べ
く
金
銭
を
使
わ
な
い
で
、
物

が
入
る
こ
と
を
縁
起
が
良
い
と
い
っ

て
喜
ぶ
風
習
が
あ
り
ま
し
た
。

学校だより

恵
比
寿
講

神
様
�
留
守
�
預
�
�
恵
比
寿
様
�
�
信
仰

旧暦
10月20日

田
中
好
子

大

西

周

中
島
良
平

中
根
美
子

小
貫
弘
子

飯
島
ヒ
ロ
エ

鈴
木
春
雄

石
塚
延
夫

川
原
場
好
子
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直
角
に
曲
る
木
道
蓮

は
ち
すの

実

沢
音
の
小
さ
な
流
れ
鬼
や
ん
ま

青あ
お
ふ
く
べ瓢
真
白
き
子
犬
生
ま
れ
た
り

吹
か
れ
て
は
戻
る
蜻と
ん
ぼ蛉
の
好
き
な
枝

実み
ざ
く
ろ
石
榴
の
割
れ
よ
り
覗の
ぞ

く
鬼き
し
ぼ
じ
ん

子
母
神

秋
入
日
漁
船
の
艪と
も

の
鉄
の
錆さ
び

刈
ら
れ
し
の
田
ん
ぼ
彩
い
ろ
どる

曼ま
ん
じ
ゅ
し
ゃ
げ

珠
沙
華

た
ら
ち
ね
の
無い
ち
じ
く
花
果
甘
き
日
も
遠
し

お
み
な
え
し
色
香
も
淡
く
咲
き
初
め
ぬ

　地区公民館との共催行
事として「安飾大運動会」
を行なっています。
　今年も9月22日(土)に、
多くの地域の方々と保護
者参加のもと、第 12 回安
飾大運動会が開催されま
した。
　開催までには、児童たちが活躍できて思い出に残る運動会にな
るよう、地域代表の方々に何回も会議を持っていただきました。
　当日も、児童には難しい準備や片付け、競技への参加に協力を
いただき、お互いの交流を深めながら共に働き、楽しくそして盛
大な運動会が実施できました。

　

今
学
校
に
は
、
豊
か
な
生
活

体
験
や
社
会
体
験
、
自
然
体
験

な
ど
の
機
会
が
得
ら
れ
る
よ

う
、
地
域
の
教
育
力
を
い
か
し

た
学
校
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
安
飾
小
学
校
で
は
、

地
域
の
方
々
の
協
力
を
得
て
、

交
流
を
と
お
し
て
児
童
た
ち
に

多
く
の
こ
と
を
学
ん
で
も
ら
お

う
と
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活
動
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。

安
あんしょく

飾くの体験を通して
経験を積む学校

祭

　地区公民館との共催行
運 動　会

培　活　動栽

流　会交

　　　　
　学校農園では、各学年ごと
に思い思いの野菜づくりを実
施しています。その際に児童
の保護者や祖父母を対象に栽
培支援ボランティア「畑の先
生」を募集して、野菜の基本
的な栽培方法をご指導いただ
いています。
　保護者や祖父母の協力を得
ながら児童たちは栽培活動を
とおして、野菜の育て方を覚
えたり、収穫の喜びを感じた
り、多くのことを学んでいま
す。

　　　　
　平成 16 年度から 4
年生を中心に、東京都
板橋区立志村小学校と
の交流教室を行なって
います。
　昨年度は、志村小学
校を訪問し、地下鉄に
乗って地域を散策した

り、学習発表を聞いたり、ゲームをして遊んだりと有意義な時
間を過ごすことができました。普段安飾小学校の児童だけでの
生活に慣れている児童たちには、他校の児童とのふれあいは、と
ても新鮮であり、たくさんのことを学ぶよい機会でもあります。
　本年度は、10 月 25 日 ( 木 ) に志村小学校の 4年生児童 51 人を
招いて、富士見塚古墳散策をしたり、学校農園で育てたサツマ
イモを掘ったり、給食を一緒に食べたりして交流を深める予定
です。

多

安　飾　小　の

恵比寿講に使用される掛け軸

※
郷
土
資
料
館
ホ
ー
ル
に

12
月
上
旬
ま
で
展
示
中
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女性消防団員が応急手当指導員資格を目指して

消防署職員からＡＥＤ講習の流れを教わる団員

応
急
手
当
指
導
員
誕
生
に
向
け
て

　

市
内
の
女
性
消
防
団
員
十
二
人
は
、

市
消
防
本
部
が
主
催
す
る
応
急
手
当
指

導
員
養
成
講
習
会
を
受
講
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
講
習
会
は
、
普
通
救
命
講
習
会

な
ど
の
指
導
員
を
養
成
す
る
も
の
で
、

普
通
救
命
講
習
会
（
全
三
時
間
）
を
受

講
し
た
後
に
、
消
防
本
部
で
二
十
四
時

間
分
の
講
義
と
実
技
講
習
を
経
て
、
資

格
を
取
得
す
る
も
の
で
す
。

　

資
格
取
得
後
は
、
救
急
救
命
士
と
と

も
に
、
普
通
救
命
講
習
会
受
講
者
に
蘇

生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
を
指
導
す

る
な
ど
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
の
市
村
明あ
き
よ代
さ
ん
は
、「
講
習

を
受
け
た
こ
と
で
、
指
導
員
と
し
て
の

責
任
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
受
講
内

容
を
、
家
で
も
継
続
的
に
練
習
し
て
覚

え
た
い
」
と
意
気
込
み
を
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

色香

音

TOWNS TOPICS消防ポンプ操法競技大会を開催

消
防
団
員
が
日
頃
の
訓
練
を
披
露

　

市
は
、
わ
か
ぐ
り
運
動
公
園
に
て
、

か
す
み
が
う
ら
市
消
防
ポ
ン
プ
操
法
競

技
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
消
防
団
員
の
消
火
技

術
の
向
上
と
士
気
高
揚
を
目
的
に
毎
年

開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
日
頃
の
訓
練

の
成
果
を
披
露
し
、
ス
ピ
ー
ド
と
正
確

さ
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

大
会
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

﹇
ポ
ン
プ
車
の
部
﹈

▼
優　

勝
＝
第
一
分
団
第
二
部

▼
準
優
勝
＝
第
四
分
団
第
二
部

▼
第
三
位
＝
第
八
分
団
第
一
部

﹇
小
型
ポ
ン
プ
の
部
﹈

▼
優　

勝
＝
第
七
分
団
第
五
部

▼
準
優
勝
＝
第
十
分
団
第
三
部

▼
第
三
位
＝
第
一
分
団
第
三
部

9月 2日

9月 8日

分団全員が役割を果たして行なわれる放水

広報かすみがうら 18

秋空の下ふれあいサイクリングを開催

常
陸
風
土
記
の
丘
を
目
指
し
て
快
走

　

市
で
は
、
恋
瀬
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ

コ
ー
ス
管
理
運
営
協
議
会
の
補
助
事
業

と
し
て
、
ふ
れ
あ
い
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
残
暑
の
中
、
小
学
三
年
生

か
ら
七
十
七
歳
ま
で
の
親
子
連
れ
や
友

だ
ち
同
士
の
グ
ル
ー
プ
な
ど
、
二
十
七

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
わ
か
ぐ
り
運
動
公
園

を
出
発
し
、
常
陸
風
土
記
の
丘
で
タ
ー

ゲ
ッ
ト
・
フ
リ
ス
ビ
ー
体
験
と
昼
食
、

桜
井
ぶ
ど
う
園
で
ぶ
ど
う
狩
り
を
楽
し

ん
だ
後
、
出
発
地
の
わ
か
ぐ
り
運
動
公

園
ま
で
、
全
行
程
二
十
一
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
を
、
軽
快
に
完
走
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
ひ
と
り
は
、「
サ
イ
ク
リ

ン
グ
の
ほ
か
に
、
ぶ
ど
う
狩
り
な
ど
が

一
緒
に
で
き
た
の
が
、
楽
し
か
っ
た
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

9月 22日

筑波山を望みながら快走する参加者（石岡市内）

◯
山や

ま
ぐ
ち口　

利と
し
あ
き明
さ
ん
（
南
中
学
校
）

　
「
わ
ぁ 

す
ご
い
」
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
海
の
色
は
、
一

面
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
。夢
を
み
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

言
葉
・
食
事
・
習
慣
な
ど
、
日
本
と
違
う
と
こ
ろ
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
が
、そ
れ
も
ま
た
楽
し
か
っ
た
で
す
。

そ
し
て
何
よ
り
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
人
の
温
か
さ
に

感
動
し
ま
し
た
。

○
小こ

ば
や
し林　

舜し
ゅ
ん
さ
ん
（
北
中
学
校
）

　

現
地
で
は
、
有
名
な
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
な
ど
を
見
学
し
ま

し
た
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
は
、
聞
き
取
れ
な
か
っ

た
英
語
も
少
し
ず
つ
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
貴
重
な

体
験
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
の
研
修
で
は
、
英
語
の
学
習

の
重
要
性
を
学
び
、
一
段
と
成
長
し
た
気
が
し
ま
す
。

○
久ひ

さ
ま
つ松　

大だ
い
き樹
さ
ん
（
千
代
田
中
学
校
）

　

僕
は
、
こ
の
研
修
を
と
て
も
短
く
感
じ
ま
し
た
。
単
語

を
つ
な
げ
た
り
、
身
ぶ
り
手
ぶ
り
で
も
気
持
ち
を
伝
え
る

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
事
を
学
び
ま
し
た
。「
言
葉
の
壁
」

な
ん
て
な
い
と
今
は
思
え
ま
す
。
こ
の
研
修
は
、
僕
た
ち

を
何
倍
も
大
き
く
成
長
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

○
東と

う
み
ね峰　

綾あ
や
め女

さ
ん
（
下
稲
吉
中
学
校
）　

　

私
は
、こ
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
研
修
「
少
年
の
つ
ば
さ
」

少年のつばさ

に
参
加
さ
せ
て
頂
き
、
改
め
て
英
語
の
重
要
性
と
自
分
の

英
語
力
の
未
熟
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。
こ
の
体
験
を
通
し

て
、
英
語
の
向
上
を
目
指
し
、
近
い
将
来
ま
た
海
外
へ
行

き
、
自
分
の
英
語
力
を
試
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
石い

し
つ
か塚　

貴た
か
お夫

団
長
（
千
代
田
中
学
校
長
）
報
告

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
景
色
も
さ
な
が
ら
ジ
ョ
ア
ン
元
市

長
や
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
丁
重
な
歓
迎
が
心
に
残
っ
て

い
ま
す
。
団
員
た
ち
は
「
自
然
や
文
化
の
違
い
、
変
わ
ら

な
い
人
情
、
世
界
の
中
の
日
本
、
挨
拶
で
始
ま
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
語
学
学
習
の
意
義
、
自
己
表
現
や
積
極

性
の
大
切
さ
」
な
ど
多
く
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
こ
の

貴
重
な
体
験
を
是
非
み
ん
な
に
伝
え
て
ほ
し
い
し
、
自
分

の
成
長
の
糧
に
も
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、大
き
な
成
果
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
が
、

さ
ら
に
改
善
を
加
え
、
よ
り
よ
い
事
業
に
す
る
努
力
も
大

切
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
少
年
の
つ
ば
さ
が
、「
少
年
の

日
は
大
人
の
日
を
約
束
す
る
」
事
業
に
な
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

　
T
hank you for cooperation of all of you.

行　程　表

16日（木）＝空路シドニーへ

17 日（金）＝シドニー着、市

内研修（オペラハウス、ミセス

マッコリーズチェアー）、マン

リー市内でホームステイ

18 日（土）・19 日（日）

＝ホストファミリーとの個別

活動、ホームステイ

20 日（月）＝キラウィーハイ

スクール生徒との交流会、ホー

ムステイ

21 日（火）＝シドニー水族館

見学、ダーリングハーバー周

辺の自由散策

22 日（水）＝空路成田へ

　

市
で
は
、
国
際
感
覚
を
養
う
こ
と
と
広

い
視
野
か
ら
郷
土
や
国
際
社
会
の
理
解
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
中
学
生
の
海
外

派
遣
事
業
を
実
施
し
、
市
内
四
中
学
校
の

二
年
生
四
十
人
と
引
率
者
四
人
が
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
で
、
現
地
校
と
の
交
流
や
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
を
体
験
し
ま
し
た
。

当市と親交の深いジョアン・ソーバン元マンリ
ー市長（前列右）とホストファミリー宅にて

団員たちは、“日本から来た新しい家族”とし
てホストファミリーに温かく迎えられ、観光や
ショッピング、ホストファミリー合同でのバー
ベキューなどをしながら週末を過ごしました。

　
　

団
員
代
表
と
団
長
報
告

8月

中学生の海外派遣団が

シドニー市とマンリー市を訪問
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分類：アトリ科
市内で見られる時期：10月～5月

せいぶつ館シメ

分類：レピソステウス科
全長：1m前後
分布：北米大陸東側（市水族館で見られます）

著しく突出した細い吻
くちさき

を持つ特徴的なガーパイク。生息地で
の平均的な大きさは、１ｍ前後だが最大では183㎝の固体が
記録されています。色や模様はさまざまで体側に縦

じゅうはん

斑がみら
れるだけのものもいます。鑑賞魚としての歴史は古く、日本で
も古くから観賞用に輸入されています。

ロングノーズガー

スズメより一回り大きく、太いくちばし、尾は短めで、ずんぐ
りした感じの鳥です。茶褐色の体、翼の一部と尾の先が白く、
飛んだ時に目立ちます。山から住宅地まで広く見られますが、
冬は1羽でいることが多い鳥です。固い木の実や豆なども平
気で割って食べることができます。

( 参考資料：動植物ガイド千代田の花・虫・鳥 )

★ EVENTS NEWS ★

専用シャトルバスで会場の入り口まで行けます。

お車の方は乗り合わせのうえ指定の駐車場へお願いします。

問かすみがうら祭実行委員会事務局
　（観光商工課内）　☎内線 2523

11 月 3日（土）
作品展示は 11月 2・3日

第 1常陸野公園
および千代田公民館

日　時

場　所

◆日　時　平成２０年２月２日（土）
　　　　　〈予備日〉２月３日（日）
◆会　場　多目的運動広場　

種

目

と

部

門

種　目 No. 部　門

マラソン２㎞

1
2
3
4

男子小学生A（１･２･３年生）
男子小学生B（４･５･６年生）
女子小学生A（１･２･３年生）
女子小学生B（４･５･６年生）

マラソン３㎞

5
6
7
8

男子中学生
女子中学生
男子一般
女子一般

駅伝２㎞ 9
10

男子小学生
女子小学生

駅伝３㎞

11
12
13
14

男子中学生
女子中学生
男子一般
女子一般

◆参加資格　
　 市内在住・在勤・在学の方、または市体育協会加
盟団体所属の方（ただし、健康で完走できるもの
とし、中学生以下の方は、保護者の同意が必要）
◆参加費　マラソン１人100円/駅伝1チーム500円
◆応募期限　11月 1日（木）～ 12月 14日（金）
◆ 応募方法　第1常陸野公園、わかぐり運動公園、
中央出張所、スポーツ振興課（あじさい館内）の
いずれかで申込書を記入し、提出してください。
問スポーツ振興課　☎内線 3029

第3回市民マラソン大会
参加者を募集

第3回 かすみがうら祭


